
 
 

日本緩和医療薬学雑誌 投稿規定 
 

1. 編集方針 
日本緩和医療薬学雑誌（Japanese Journal of Pharmaceuti- 

cal Palliative Care and Sciences） は日本緩和医療薬学会 
（JPPS）の機関誌として，緩和医療に関する基礎的・臨 
床的研究を発表するものである．本誌の論文内容は，他の
学術誌等に発表あるいは投稿されていない新しい知見に基
づき，多数の読者に対して寄与するものと認められたもの
に限られる． 

 

2. 投稿資格と条件 
投稿原稿の筆頭著者あるいは責任者（corresponding 

author）は本会会員でなくてはならない．ただし，国外か
らの投稿の場合は会員資格を問わない．研究は科学者の行
動規範（日本学術会議声明，2013改訂版）を遵守して実施
され，研究倫理に十分配慮されたものであること．ヒトを
対象とした研究では，世界医師会のヘルシンキ宣言におい
て述べられているように，科学的及び倫理的規範に準じて
いなければならない．被験者には研究内容についてあらか
じめ十分に説明し，自由意志に基づく同意（インフォーム
ドコンセント）を得ることが必要である．研究課題によっ
ては， 所属施設等の倫理委員会またはこれに準じるものの
承認が必要であり，論文に記載する必要がある．動物を対
象とした研究についても動物実験に関する関係法規・指針
等に従い各施設での承認が必要であり，論文に記載する必
要がある． 

 

3. 和文論文 
和文で書かれた未発表の論文で，投稿原稿の種類は①原

著論文，②短報（症例報告を含む），③総説とする． 
3-1．原著論文および短報（症例報告を含む） 

用紙サイズは A4 で横書き（書式はホームページからダ
ウンロードできます） とし，図，写真および表を含め，
原則として原著論文は全角 12,000 文字以内，短報 

（症例報告を含む）は全角 4,800 文字以内とする．図，写
真，表に関しては，誌面上，掲載に要するおよそのスペー
スを推定し， 文字数に換算する（ 誌面 1 頁 2,444 字）．
フォントは MS 明朝または Times New Roman の 12 ポイ
ントとする．略語は最初に用いるときは必ず略さず書くこ
ととする．表題には略語を用いてはならない．尚，文中の
英数字，記号（例：% ,（）など）は半角で記載する． 

投稿原稿の項目は以下の順序とする．（1）論文種類，
表題，著者名，所属機関名及び著者代表者の連絡先，短縮
表題，（2）要旨，（3）キーワード，（4）緒言，（5）方法， 

（6） 結果，（7） 考察，（8） 利益相反 (COI)，（9） 謝辞， 
（10）引用文献，（11）図の説明，（12）表と図，（13）英 

語表題，英文 abstract など． 
（1） 表題は 40 字以内とし，簡潔で内容を適切に示すも
のとする．連絡先は，代表著者名，住所，電話・ファクシ
ミリ番号，電子メールアドレスを記載する．短縮表題は 
25 字以内とする． 
（2） 日本語要旨は，原著論文 400 字以内，短報（症例報
告を含む）は  200 字以内とし，研究目的，主な知見と主
要な結論を述べる． 
（3） キーワードは原著論文 5 語以内，短報（症例報告を
含む）は 3 語以内とする． 
（4-7）本文は，緒言，方法，結果，考察により構成する． 
（8） 利益相反 (COI) がない場合には「利益相反 無し」な
どと記し，ある場合には，その内容を簡明に記する． 
（9） 謝辞では，グラントなど研究の経済的な支援も記載
する． 
（10） 引用文献数は，原則として，原著論文 50 以内，短
報（症例報告を含む）は 20 以内とし，本文に引用された
順に番号をつけ，末尾に一括し，「共著者 3 名以内（4 名
以上は，和文論文は他，英文論文は et al とする）．表題．
誌名（Index Medicus，医学中央雑誌の記載に従う）年（西
暦）；巻：頁（開始頁と終了頁）」の順に記載する．単行本
は，著者，書名，版数，年（西暦），発行所，その他所在
都市名，必要ならば引用ページを後に付記する．尚，引用
文献のセパレータ「;」「:」「.」「,」のあとに半角スペースを挿
入する． 
例：和 雑 誌    鈴木   勉，成田   年．おさらい「オピオイ 

ドの薬理学・薬剤学」①．薬局 2007; 58: 
13-15． 
塩川 満，山口貴典，成田 年，他．蛋白質
リン酸化酵素阻害薬 fasudil の神経障害性
疼痛に対する改善作用．日本神経精神薬理
学雑誌 2007; 27: 153-159. 

和単行本  西丸四方． 精神医学入門．20 版．1980． 
南山堂．東京． 

洋 雑 誌 Narita M and Suzuki T. Involvement of 
spinal metabotropic glutamate receptor 5 in 
the development of tolerance to morphine- 
induced antinociception. J. Neurochem. 
2005; 28: 661-669. 
Shiokawa M, Narita M, Nakamura A, et al. 
Usefulness of the dopamine system-stabilizer 
aripiprazole for reducing morphine-induced 
emesis. Eur. J. Pharmacol. 2007; 570: 108- 
110. 
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洋単行本 Hinde R A. Animal Behaviour, 2nd ed, 
1970. McGraw-Hill, New York, p10-16. 

（11-12）図，表および写真に用いる言語は和文または英
文とし，説明も和文または英文表記とする．図表の挿入位
置を本文の段落間に記載する． 
（13）英語表記による表題，短縮表題，著者名，所属機関
名および著者代表者の連絡先（title, author(s), institution 
(s), correspondence），キーワード（key word(s)）（原著論
文 5 語以内，短報（症例報告を含む）3 語以内），英単語 

（原著論文 250 語以内，短報（症例報告を含む）100 語以
内）の要旨（abstract）をつける．これらの英文記載は
native speaker による英文校正を受けたもの，または，それ
に匹敵する適正な英語で書かれたものを受け付ける． 
Native speaker による英文校正を有償にて学会が推薦するこ
とも可能である． 
3-2．総説（和文および英文） 

和文総説は原則として 20,000 文字以内（図表は規定文
字数に数えないが必要最小限にとどめる）とする．その他
の投稿規定は原著論文に準ずる． 

 

4. 英文論文 

英文で書かれた未発表の論文で，投稿原稿の種類は 
① original research，② short communication（case report 
を含む），③ review とする． 

用紙サイズは A4 で横書きとし，図，写真および表を含
め，原則として original research は 4,000 語以内，short 
communication（case report を 含 む ） は 2,000 語 以 内， 
Review は 10,000 語以内とする．フォントは Times New 
Roman の 12 ポイントとする．Review 以外の論文の構成
は以下の順序とし，詳細は和文論文に準ずる．英文論文は
native speaker による校正を受けたものを受け付ける． 1）
Title page: Title (within 150 characters), Full name(s) 

of author(s), His/her/their institution(s), Address of 
the correspondence author (address, phone number, 
fax number and E-mail address), Running title (within 
40 characters) 

2） Abstract: 250 words at maximum (or 100 words for a 
short communication) 

3） Key words: 5 key words (3 key words for short com- 
munication) 

4）Introduction  
5）Materials and Methods 
6）Results  
7）Discussion  
8）Conflict of Interest  
9）Acknowledgments 

10）References  

11）Figure legends  

12）Tables and Figures 
 

5. 論文の採否 
掲載の採否は編集委員会の査読を経て判定する．原則と

して，2 名以上の審査員の評価に基づき担当編集委員が採
否を判定し，編集委員長が最終判定をする． 

 

6. 原稿の提出方法 

原稿は，電子メールにて提出する．電子メールの件名に 
「日本緩和医療薬学雑誌   新規投稿原稿」と明記する． 
①投稿票，②セルフチェックリスト，③自己申告による
COI 報告書（論文・学会等発表者用）（様式 1-1），④論文
一式（本文・写真・図・表）を PDF ファイルに変換して
電子メールに添付し，日本緩和医療薬学会学会誌編集部宛
てに送信する． 
─原稿送付先─ 
〒 113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16 
学会センタービル 1F 
一般財団法人 学会誌刊行センター内
日本緩和医療薬学会 学会誌編集部 
Tel：03-3817-5821   Fax：03-3817-5830 
E-mail：jpps-ed@capj.or.jp 

 

7. 各 種 料 金  
投稿者は，論文掲載後に，以下に定める料金を請求に応

じて支払うこと． 
 
1. 図表作成料 無料 
2. 掲載料 無料 

※編集委員会が native speaker による英文校正が必要と判
断する場合は投稿者に通知し，英文校正を有償で行える
native speaker を紹介することができる． 

 

8. 著   作    権 
本学会誌に掲載された論文の著作権は日本緩和医療薬学

会に属す． 
 

附則    本規定は，2007 年 11 月 1 日より施行する． 
2014 年 4 月 1 日   改定 
2022 年 4 月 1 日   改定 
2026 年 7 月 8 日   改定 

mailto:jpps-ed@capj.or.jp


日本緩和医療薬学雑誌 
Japanese Journal of Pharmaceutical Palliative Care and Sciences 

投 稿 票 

和文原稿／英文原稿（不要な項目を削除） 

種 類：1．原著論文 Original Research 

2. 短 報 Short Communication（症例報告 Case Report） 

3. 総 説 Review （不要な項目を削除） 

表 題： 

 
著 者： 

 
所 属： 

別刷請求先： 

 

原著論文，短報などの場合 

本論文内容は他の学術雑誌に投稿あるいは掲載されていないことを証明します． 

 
責任者署名：  

文字数または Word 数： 

図 の 数： 

表  の 数： 

 

①本書式，②セルフチェックリスト，③自己申告による COI 報告書（論文・学会等発表者用）（様式 1-1）， 

④原稿一式を PDF 化してメール投稿してください． 

①～③の書式は学会ホームページからダウンロードできます． 



セルフチェックリスト 
 

日本緩和医療薬学会編集委員会 
 

ご投稿の際，下記の項目が OK かチェックして，□にマークを記入し「投稿票」の次につけてくださ
い．詳細は投稿規定を熟読してください． 

 

1. 筆頭著者あるいは責任者（corresponding author）は本会会員であるか ................................................. □ 

（海外からの投稿を除く） 
 

2. 投稿票を作成したか ........................................................................................................................................ □ 
 

3. 自己申告による COI 報告書（論文・学会等発表者用）を作成したか ..................................................... □ 
 

4．文字数，記載方法など 
表題の文字数（word 数），要旨の文字数（word 数），Key word 数などが規定数以内か  ................ □ 

（論文の種類により異なる） 
 

5．原稿の用紙サイズは A4 で，ページ番号が振られているか ........................................................................... □ 

（査読のコメントに必要） 
 

6．文献の引用について 

本文の引用箇所に引用された順に 1），2），…と番号がつけられているか  ....................................... □ 
 

7．文献欄 
著者 4 名以上の場合は‘et al.’としているか ............................................................................................ □ 
本文に引用された順に並んでいるか ........................................................................................................ □ 

雑誌名は投稿規定の略記方式で書かれているか ..................................................................................... □ 
 

8．図表など 
平均値につけたエラー（標準偏差，標準誤差など）の説明があるか ................................................. □ 
例数の表示があるか .................................................................................................................................... □ 

有意差検定に用いた統計法の説明があるか ............................................................................................. □ 
 

9．英文 abstract ないし英文論文について 

Native speaker による校正を受けたか ................................................................................................................. □ 
 

10．倫理面について 

倫理委員会等の承認を受けているか ....................................................................................................... □ 
 



様式1-1 
 

自己申告によるCOI報告書   （論文・学会等発表者用） 

著者（発表者）名： 

 

演  題  名：  

様式1-1 

 

 
 

 

【筆頭著者および発表責任者について、投稿時から遡って過去1年間以内での発表内容に関係する

企業・組織または団体との利益相反状態を記載】 

項 目 （該当する方に○） 

① 企業や営利を目的とした団体の役員、 

顧問職の有無と報酬額 

（1つの企業・団体からの報酬額が

年間100万円以上のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を企業・団体ごとに記載） 

企業・団体名： 

役割（役員・顧問など）： 

報酬額：①100万円-500万円未満 ②500万円以上 

② 株の保有と、その株式から得られる利益 

（1つの企業の株式利益が年間100万円以上、 

あるいは当該株式の5％以上保有のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を企業ごとに記載） 

企業名： 

持ち株数％： 

申告時株価（一株あたり）： 

株式利益：①100万円-500万円未満 ②500万円以上 

③ 企業や営利を目的とした団体から特許権 

使用料として支払われた報酬 

（１つの特許使用料が年間100万円以上

のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を特許ごとに記載） 

企業・団体名： 

特許名： 

報償額区分： 

報酬額：①100万円-500万円未満 ②500万円以上 

④ 企業や営利を目的とした団体より、会議の 

出席（発表）に対し、研究者を拘束した時間・

労力に対して支払われた日当（講演料など） 

やパンフレットなどの執筆に対して支払った

原稿料（１つの企業・団体からの報酬額が 

年間100万円以上のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を企業・資金提供者ごとに記載） 

 

企業・団体名： 

講演料区分： 

講演料など：①100万円-400万円未満 ②400万円以上 

⑤ 企業や営利を目的とした団体が提供する 

共同研究・受託研究など（1つの企業・団体から、

申告者個人または申告者が所属する講座 

または研究室に総額が年間200万円以上 

のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を企業・資金提供者ごとに記載） 

企業・団体名： 

研究費区分： 

研究費：①200万円-1000万円未満 ②1000万円以上 

⑥ 企業や営利を目的とした団体が提供する 

奨学（奨励）寄付金（１つの企業・団体から、

申告者個人または申告者が所属する講座

または研究室に総額が年間200万円以上

のものを記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を企業・資金提供者ごとに記載） 

企業・団体名： 

研究費区分： 

研究費：①200万円-1000万円未満 ②1000万円以上 

⑦ 企業などが提供する寄付講座 

（企業などからの寄付講座に所属している場合

に記載） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を各講座ごとに記載） 

寄付講座の名称： 

設置期間： 

⑧ その他の報酬（研究とは直接関係ない旅行、 

贈答品など） 

有 ・ 無 

（有の場合は下記内容を各研究ごとに記載） 

企業・団体名： 

報酬内容： 

報酬額：①5万円-20万円未満 ②20万円以上 

本利益相反申告書は論文掲載後（または学術集会後）2年間保管されます。 
 

（申告日） 年 月 日 

 
発表者署名（ 筆頭発表者 ・ 責任発表者 ）  

（ ）内のいずれかを○で囲んでください。 

 
＊本書式は学会ホームページからダウンロードできます。 
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